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論文内容の要旨

教授岩本信也

本論文は，海洋構造物及びLPG貯蔵タンクなどの溶接部における高い低温靭性値を保証するための

新しい溶接棒溶剤の研究，開発を行ったものである。すなわち，低温靭性値に及ぼす主要な因子として

は添加微量元素及び合金元素，溶剤組成，ガス含有量などがあげられるが，これらの溶接部低温靭性値

への定量的相関性を明らかにし コンビュータ援用による新しい製品開発のためのシステムを開発する

ことにより，その有用性を実証したもので，以下の 7 章から成っている。

第 1 章では，緒論として研究の背景，必要性及び研究の流れを明らかにしている。

第 2 章では，溶接部の靭性に及ぼす影響を解明するため，まず予備実験により Ti ， B の最適含有量を

決定するとともに，溶着金属における Ni及び、Mn含有量をそれぞれ一定のちした場合の，微量元素及び

合金元素の変化による影響を検討し，1.15%Mn-O.9%Ni-Ti-B系が最適組成であることを明らかに

している。この場合40K J /cmのような大きな入熱を用いても，安定した衝撃値を示し，優れた衝撃遷

移挙動を与えることを確認している。

第 3 章では，溶剤組成の変化が溶接部靭性に及ぼす影響について定量的に検討し酸素の含有量が260

---310ppm において，もっとも安定した低温衝撃値が得られること，さらに CaC0 3 及び、CaF 2 を併用す

る場合，脱リン，脱硫の反応は緩慢であるが，塩基度の値として4.4に達する CaF2 -CaO -Si0 2系組成

溶剤を用いる場合，脱リン，脱硫反応が強力に進行し，低温靭性値か向上，安定化することを明らかに

している。

第 4 章では， Ti-B系溶剤を用いる場合の溶着金属中における酸素，窒素，拡散性水素の含有量が溶

着金属の低温衝撃値に及ぼす影響を定量的に調べ，酸素280ppm，窒素60---78ppm，拡散性水素1. 1---3.4 
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cc/l00 g の場合，もっとも良好な衝撃値を示すが，低温衝撃値にもっとも有害なガス成分は窒素であ

り，低酸素域 (21O--230ppm) および高酸素域 (390--410ppm) ではかえって衝撃値が減少することを

明らかにしている。

第 5 章では，溶剤最適設計条件の実用性を検討するため，入熱変化と溶接部の衝撃試験の関係を調べ，

最大入熱の40K J /cmにおいても良好な衝撃値が得られることを確認しさらに，一般的海洋構造物の

場合， CTOD試験値は δm>0.25を必要とするが，最適設計条件を選ぶことにより，この値はさらに

高く， δm>0.598--0.956となり，非常に良好な結果がえられることを明らかにしている。

第 6 章では，新しく開発した Ti-B系溶剤の最適原料配合値をコンビュータにより求めるシステムを

開発し，その有用性を実証しているO

第 7 章では，総括として，以上の結果をまとめている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，海洋構造物及びLPG貯蔵タンクなどの溶接部において高い低温靭性値を保証するための

新しい溶接棒溶剤の開発，研究を行ったもので，主な成果を要約すると次のとおりである。

(1)溶接部の靭性に及ぼす溶剤中の Ni ， Mn , Ti , B の影響を明らかにし，これらの最適組成値を求め

ている。

(2) 溶剤組成の脱りん，脱硫反応の効果について検討し，適正塩基のCaF2 -CaO -Si0 2系溶剤組成を

決定し，その溶剤により溶接部の低温靭性が向上することを明らかにしている。

(3) Ti-B系溶剤を用いた場合の溶着金属中における酸素，窒素，拡散'性水素などの含有量が溶接部の

低温靭性値に及ぼす影響を定量的に明らかにしている。

(4) 以上の実験結果による最適成分設計条件で作成した溶剤の実用性を大入熱による溶接継手部に対

する CTOD試験により検討した結果，従来の溶剤より格段に優れた結果が得られることを確認してい

る。

(5) Ti-B系溶剤の最適原料配合値を決定するコンビュータ・システムを開発し，その有用性を実証し

ている。

以上のように，本論文は炭素鋼の溶接部靭性に及ぼす溶接棒溶剤組成の影響を明らかにしたものであ

り，溶接工学に寄与するところが大き t'o よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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